
50 

 

 

シ
ネ
マ
探
訪 

大
黒
屋
光
太
夫
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
て 

田
中 

忍 

三
重
フ
ェ
ス
会
長 

  

映
画
『
お
ろ
し
や
国
酔
夢
譚
』（
監
督
：
佐
藤
純
弥
、
１
９
９
２
年
）

は
、
日
本
と
ロ
シ
ア
の
外
交
を
切
り
開
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
鈴
鹿
市

の
偉
人
・
大
黒
屋
光
太
夫
ら
の
生
き
ざ
ま
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
１

７
８
２
年
、
紀
州
藩
の
廻
米
な
ど
を
積
み
、
江
戸
へ
向
か
っ
た
光
太
夫

を
船
頭
と
す
る｢

神
昌
丸｣

は
嵐
に
出
会
い
、
漂
流
し
ロ
シ
ア
へ
流
れ
着

く
。
光
太
夫
は
女
帝
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
Ⅱ
世
に
謁
見
し
帰
国
の
許
可
を

も
ら
い
、
根
室
に
到
着
し
た
と
こ
ろ
ま
で
が
描
か
れ
て
い
る
。 

光
太
夫
ら
は
、
帰
国
後
、
日
本
が
鎖
国
中
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

「
ロ
シ
ア
で
見
聞
き
し
た
こ
と
は
、
話
し
て
は
い
け
な
い
」
と
江
戸
で

軟
禁
状
態
に
置
か
れ
た
。
鈴
鹿
の
土
地
を
二
度
と
踏
め
な
い
だ
ろ
う
と

諦
め
て
い
た
光
太
夫
に
、
一
時
帰
省
の
許
可
が
出
た
。
鈴
鹿
に
戻
っ
た

の
は
、
１
８
０
２
年
４
月
２
２
日
で
あ
る
。
漂
流
し
て
か
ら
約
２
０
年

ぶ
り
の
里
帰
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
新
事
実
が
わ
か
っ
た
の
は
１
９
８
６

年
で
あ
る
。
鈴
鹿
市
若
松
の
あ
る
倉
庫
か
ら
光
太
夫
の
書
い
た
「
帰
郷

文
書
」
が
発
見
さ
れ
た
の
だ
。
こ
の
映
画
の
原
作
と
な
っ
た
井
上
靖
の

同
名
小
説
は
１
９
６
７
年
の
作
品
で
あ
っ
た
の
で
、
光
太
夫
が
鈴
鹿
に

戻
っ
た
と
い
う
事
実
を
原
作
執
筆
時
に
は
井
上
靖
も
わ
か
っ
て
お
ら

ず
、
小
説
に
も
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。 

本
作
を
観
た
後
、
光
太
夫
と
い
う
人
物
を
知
り
た
く
て
、
三
重
フ
ェ

ス
委
員
会
の
大
杉
順
委
員
に
資
料
を
借
り
、
ゆ
か
り
の
場
所
を
案
内
し

て
も
ら
っ
た
。 

ま
ず
、
鈴
鹿
市
若
松
に
あ
る
大
黒
屋
光
太
夫
記
念
館
を
訪
ね
た
。
上

記
の
１
９
８
６
年
の
事
実
は
、
同
館
の
資
料
で
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
蘭

学
者
・
桂
川
甫
周
（
か
つ
ら
が
わ
ほ
し
ゅ
う

）
が
帰
国
し
た
光
太
夫
か
ら
丹
念

に
ロ
シ
ア
の
こ
と
を
聞
き
取
り
編
さ
ん
し
た｢

北
槎
聞
略｣

（
ほ
く
さ
ぶ
ん

り
ゃ
く

）
を
は
じ
め
、
ロ
シ
ア
文
字
墨
書
（
光
太
夫
著
）、
光
太
夫
が
ロ

シ
ア
で
使
っ
て
い
た
食
器
や｢

神
昌
丸｣

の
模
型
等
も
展
示
さ
れ
て
い

た
。
さ
ら
に
、
謁
見
す
る
シ
ー
ン
で
、
光
太
夫
を
演
じ
た
緒
形
拳
、
エ

カ
テ
リ
ー
ナ
Ⅱ
世
を
演
じ
た
マ
リ
ナ
・
ヴ
ラ
デ
ィ
ら
が
着
用
し
た
衣

装
が
４
点
展
示
さ
れ
て
い
た
。
資
料
に
よ
る
と
、
こ
の
衣
装
は
鈴
鹿
市

所
蔵
の
も
の
と
の
こ
と
。
本
作
は
、
鈴
鹿
市
ゆ
か
り
の
映
画
で
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
鈴
鹿
市
で
の
ロ
ケ
が
さ
れ
て
お
ら
ず
残
念
に
思
っ
て
い

た
の
で
、
映
画
製
作
会
社
か
ら
衣
装
の
寄
贈
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
知

り
本
作
と
鈴
鹿
市
の
結
び
つ
き
が
改
め
て
強
く
感
じ
ら
れ
、
嬉
し
く
な

っ
た
。 

と
こ
ろ
で
、
光
太
夫
関
連
の
記
念
碑
は
２
か
所
に
あ
る
と
の
こ
と
。 
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ま
ず
１
つ
は
、
地
元
、
白
子
港
緑
地
公
園
に
あ
る
記
念
碑
で
あ
る
。

光
太
夫
ら
が
漂
流
を
し
た
船
が
出
港
し
た
場
所
に
立
っ
て
お
り
、
白
子

新
港
を
緑
地
公
園
と
整
備
す
る
際
に
作
ら
れ
た
井
上
靖
直
筆
の
文
学

碑
と
、
郷
土
の
彫
刻
家
・
三
村
力
氏
の
力
作
に
よ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
だ
。

除
幕
式
は
１
９
９
２
年
４
月
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
年
は
６
月
に
映
画
公

開
が
あ
り
、
鈴
鹿
市
市
制
５
０
周
年
で
も
あ
っ
た
年
で
あ
る
。
井
上
靖

は
１
９
９
１
年
１
月
に
他
界
。
こ
の
直
筆
は
１
９
９
０
年
に
書
か
れ
た

も
の
で
、
お
そ
ら
く
絶
筆
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
井
上
靖
は
こ
の

碑
を
見
る
こ
と
が
な
く
、
当
日
の
除
幕
式
に
は
奥
様
が
臨
席
さ
れ
た
と

の
事
で
あ
る
。 

も
う
ひ
と
つ
の
記
念
碑
は
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
市
に
建
設
さ
れ
た
露
日

交
流
の
記
念
碑
で
あ
る
。
露
日
交
流
の
歴
史
の
１
ペ
ー
ジ
に
偉
大
な
足

跡
を
残
し
た
光
太
夫
と
彼
の
同
胞
ら
を
讃
え
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
市
と
鈴

鹿
市
の
友
好
の
証
と
し
て
、
１
９
９
４
年
１
１
月
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
市

に
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
た
。
鈴
鹿
市
か
ら
も
式
典
に
参
加
を
し
て
い
る
。 

近
年
、
鈴
鹿
市
で
は
、
大
黒
屋
光
太
夫
の
顕
彰
と
市
の
偉
人
と
し
て

の
ア
ピ
ー
ル
や
街
お
こ
し
が
盛
ん
だ
。
鈴
鹿
市
に
あ
る
洋
菓
子
・
和
菓

子
・
ホ
テ
ル
な
ど
異
業
種
が
加
盟
し
、「
光
太
夫
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を

結
成
。
種
々
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
と
光
太
夫
ブ
ラ
ン
ド
品
を
販
売
す
る
な

ど
の
活
動
を
続
け
て
い
る
。
ま
た
白
子
高
校
が
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
鈴
鹿
の
偉
人 

大
黒
屋
光
太
夫
」
を
開
催
、
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ

て
い
る
。 

 

ま
た
ネ
ッ
ト
（
日
東
紅
茶
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う

な
理
由
で
１
１
月
１
日
を
紅
茶
の
日
と
し
、
光
太
夫
の
名
が
見
つ
け
ら

れ
る
。 

「
紅
茶
の
日
」
は
１
９
８
３
年
（
昭
和
５
８
年
）、
日
本
紅
茶
協
会

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
由
来
は
、
（
映
画
で
は
描
か
れ
て
い
な

い
が
）
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
Ⅱ
世
へ
の
謁
見
か
ら
帰
国
ま
で
の
間
、
光
太

夫
は
ロ
シ
ア
皇
太
子
や
貴
族
、
政
府
高
官
か
ら
大
変
優
遇
さ
れ
、
様
々

な
招
待
を
受
け
、
当
時
の
ロ
シ
ア
文
化
、
社
会
を
体
験
し
た
。
ま
た
、

エ
カ
テ
リ
ー
ナ
Ⅱ
世
の
文
化
的
事
業
に
協
力
す
る
な
ど
、
大
き
な
足

跡
を
残
し
た
た
め
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
を
離
れ
る
直
前
の
１
７

９
１
年
１
１
月
１
日
、
光
太
夫
は
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
Ⅱ
世
の
お
茶
会
に

招
か
れ
、
日
本
人
と
し
て
初
め
て
、
本
格
的
な
欧
風
紅
茶
（
テ
ィ
ー
・

ウ
ィ
ズ
・
ミ
ル
ク
）
を
楽
し
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

 

光
太
夫
は
１
８
２
８
年
７
８
歳
で
病
死
し
た
。
没
後
約
１
９
０
年
経

っ
て
も
名
を
残
す
光
太
夫
の
偉
大
さ
を
知
り
、
改
め
て
鈴
鹿
市
で
映
画

『
お
ろ
し
や
国
酔
夢
譚
』
が
上
映
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。 


